
地域密着型サービス（R５年ぐっどういる境南運営推進会議）議事録 【第 １   回】 

日 時 
５年 １０月 １２日（木） 

 １６：３０ ～ １７：１５ 
場 所 

ぐっどういる境南 

２F 山桃 

利用者 
A様 

 
地域代表 

 

 
地域包括 

１名 

 
  

事 業

所 

職員 

職員 ３名 

家 族 
A様ご家族 

 

地域医療 

機関者 

武蔵野赤十字認

知症疾患医療セ

ンター  １名 

市 職 員  

高齢者支

援課  

１名 

  

事 業

所 

職員 

  

■議題 ■議事内容 

１．自己紹介 

２．活動報告及び利用者状況  

① 活動報告 

② 利用者状況 

・市内外の登録者数 

    ・男女比 

     ・曜日別利用者数 

   ・介護度別利用者数 

   ・月別出入状況 

３． ひまわり報告 

４． 利用者ご家族から 

５． 行政からの情報提供 

６． 地域医療機関者からの情報提供 

７．地域包括支援センターからの情報提供 

８. その他 

 

 

 

 

 

１． 自己紹介 

２． 活動報告・利用者状況報告（資料参考） 

３． ひまわり報告（資料参考） 

【ひまわり担当職員】 

利用者の状態は通所期間が長くなるにつれて、

ゆっくりゆっくり変わっていくので、対応を考えて

います。 

「来ていただいたら楽しんでもらう」という考え

で、製作などでは、出来る、出来ないではなく、「出

来る事」を一緒に行うようにしています。指をさし

て色を選んでいただく等、刺激を与えることを意

識しています。食事なども、症状が進み食形態を

変更する必要が生じた場合には、形状の変更をご

家族に相談しています。具体的には、固形、きざ

み、おかゆなどを提案しています。 

お風呂はなるべく清潔であるように心がけてい

ます。バイタルの測定結果が不安定である場合は

看護師が様子をみていますが日常的に血圧が高

い利用者の方については、主治医に相談する事

もあります。 



 

 

 

また、利用者の話をよく聞き、出来る限り個別

の対応をこころがけています。疑問を持てば話を

聞き、お互いにいろいろな言葉を投げかけて、言

葉にならなくても、何が好きなのか、目で訴えるこ

とがあるので、刺激を与え、一緒に過ごす事を大

切にしています。 

【利用者家族】 

最近は体が硬く、腕や足、特に朝が一番大変で

す。しばらく触っていると次第に硬さがやわらぎま

す。食事でも箸が使えなくなり、フォークも自分で

握れなくなり、１本ずつ掴むように促して、自宅で

は食べさせています。担当者会議などの話を聞い

て勉強になる事があります。デイサービスで歯磨

きを行っていただけることもありがたいです。 

（相談員）誤嚥性肺炎の危険もあるので事業所で

の歯磨きは継続していきます。 

【高齢支援課】 

日頃の報告、ご家族の意見などが聞けました。 

利用者の出来る事や感性に働きかけるような取

組を大事にしていることがわかりました。特に口腔

ケアでは利用者、家族と事業所が連携をとって情

報共有を行っている様子が伝わりました。引き続

き継続していただければと思います。 

市からの情報提供としては、事業所向けの内容

となりますが、令和６年３月までに虐待防止のため

に対応、感染症対策、BCP の策定など各事業所



で対応が義務付けられています。経過措置期間

終了まで残り半年を切りましたので、ご確認をお

願いします。 

また、ケアリンピック武蔵野２０２３を１２月２日に

スイングホールで開催します。チラシを配布します

ので、参加、周知のご協力をお願いします。 

【地域医療機関】 

コロナ禍においても、認知症疾患医療センター

の利用者数はあまり変わらず、物忘れ外来を受診

される方が多くみられています。介護保険を申請

している方が物忘れ外来に来ることが多いです。 

資料に関して、今年利用終了した方の理由は、

８名の内３名が施設入所ということを知りました。

デイサービスは、本人が楽しく通所できることが最

も大切だと思います。 

【地域包括】 

在宅介護・地域包括支援センターでは、事業所

の利用に繋がる前の状況の人を担当しています。

通所に繋がっても、最初の段階で「行きたくない、

通っている時間が嫌だ」と思ってしまうなど、様々

な状況がある中で、本人の個性を重視してくれる

この場所はありがたいです。 

最近では、認知症サポーター養成講座をマンシ

ョン等で実施して欲しいという要望が多くありま

す。講座についてより多くの人に知ってもらわなけ

ればならないと考えています。認知症サポーター



養成講座からステップアップ講習を受けた方よ

り、認知症カフェを立ち上げたいという話があり、

自由参加の形式で開催しました。このような事例

が定着するといいと思います。 

【相談員】 

毎日楽しく過ごしていただけるよう、職員同士

で意見を出し合いながら工夫しています。できる

所を探して伸ばしていくことを今後も続けていき

たいと思います。 

【施設長】 

寒くなると通いにくい方がいると思いますが、ぜ

ひお元気で末永く通って頂きたいと思います。 

 


